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早見優さん、
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朝霞駅前広場

新たに開通する副都心線は、同区間を走るJR線の混
雑を緩和する見込みで、他の地下鉄に接続するため、
都心へのアクセスも強化される。

國
木
田
獨
歩
（
く
に

き
だ
ど
っ
ぽ
）
は
、
明

治
四
年
（
1
8
7
1
）

千
葉
県
銚
子
で
生
ま
れ

た
。
幼
名
は
龜
吉
、
そ

の
後
い
く
つ
も
の
名
前

に
改
め
ら
れ
た
が
、
後

年
は
主
と
し
て
獨
歩
を

筆
名
と
し
た
。

明
治
維
新
に
強
い
興
味
を
持
ち
、
学

生
運
動
に
も
加
わ
った
が
、
徳
富
蘇
峰
と

知
り
合
って
影
響
を
受
け
、一転
し
て
文

学
の
道
を
志
し
た
。
小
説
、
詩
、
評
論

な
ど
を
発
表
、
明
治
二
十
三
年
頃
か
ら

教
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
ワ
ー
ズ

ワ
ー
ス
や
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
な
ど
、
自
然
主

義
の
文
学
に
傾
倒
し
た
。
明
治
二
十
四
年

（
1
8
9
1
）、
麹
町一番
町
教
会
で
洗
礼

を
受
け
た
。

そ
の
後
渋
谷
村
（
現
東
京
都
渋
谷

区
）に
住
み
、
作
家
活
動
に
専
念
、
明
治

二
十
九
年
（
1
8
9
6
）、
田
山
花
袋
、
柳

田
国
男
ら
を
知
り
、「
独
歩
吟
」
を
『
国
民

之
友
』に
発
表
。
さ
ら
に
花
袋
、
国
男
ら
の

詩
が
収
め
ら
れ
た『
抒
情
詩
』が
刊
行
さ
れ
、

独
歩
の
詩
も
収
録
さ
れ
た
。

二
葉
亭
四
迷
の
訳
「
あ
ひ
ゞ
き
」に
影
響

さ
れ
て
、「
武
蔵
野
」
な
ど
を
発
表
し
、
浪

漫
派
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

明
治
四
十一年
（
1
9
0
8
）
肺
結
核
に

か
か
り
、
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
の
結
核
療
養
所

で
療
養
生
活
を
送
る
。
病
状
は
悪
化
し
て
、

同
年
6
月
23
日
、三
十
八
歳
で
死
去
し
た
。

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
国
道

2
5
4
号
線
の
建
設
に
対
し
、
市

内
バイ
パ
ス
の
全
面
地
下
化
を
訴
え

る
陳
述
書
を
、
志
木
市
宗
岡
地
区

の
住
民
4
グ
ル
ー
プ
代
表
ら
が
約

1
万
5
7
0
0
人
分
の
署
名
と
と
も

に
、
先
月
吉
田
弘
県
議
会
議
長
あ
て

に
提
出
し
た
。

同
バイ
パス
は
、
国
道
2
5
4
号
線

の
渋
滞
緩
和
と
東
京
外
環
自
動
車
道

への
ア
ク
セ
ス
強
化
を
目
的
に
76
年
に

都
市
計
画
が
決
定
し
た
が
、
志
木
市

を
含
む
第
2
整
備
区
間
は
住
民
の
反

対
な
ど
に
よ
り
約
20
年
事
業
が
凍
結

さ
れ
て
き
た
。

急
性
骨
髄
性
白
血
病
で
05
年
11
月

に
亡
く
な
っ
た
、
朝
霞
市
出
身
の
歌

手
・
本
田
美
奈
子
さ
ん
の
記
念
碑
が
、

東
武
東
上
線
朝
霞
駅
前
広
場
に
設
置

さ
れ
た
。

建
立
を
記
念
し
て
、
美
奈
子
さ
ん

の
誕
生
日
で
も
あ
る
7
月
31
日
に
、

朝
霞
市
商
工
会
・
地
元
商
店
会
は
、

除
幕
式
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
除
幕
の
ほ
か
、
合
唱
団

や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
、
美
奈
子

さ
ん
の
母
美
枝
子
さ
ん
・
早
見
優
さ

ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。 

池
袋
、
新
宿
、
渋
谷
を
縦
断
す
る
『
東
京

最
後
の
地
下
鉄
』
＝
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

の
開
通
がい
よ
い
よ
来
年
の
六
月
に
迫
った
。

副
都
心
線
は
、
雑
司
ヶ
谷
、
西
早
稲
田
、

東
新
宿
、
新
宿
三
丁
目
、
北
参
道
、
明
治

神
宮
前
の
各
駅
名
が
決
定
し
た
。
路
線
の
全

長
は
8
.
9
k
m
。
各
駅
停
車
と
急
行
の
運

行
が
予
定
さ
れ
、
所
要
時
間
は
各
駅
停
車
で

J
R
山
手
線
と
同
等
、
急
行
で
J
R
埼
京
線

と
同
等
と
な
る
。

明
治
通
り
の
ほ
ぼ
真
下
を
通
り
、
同
区
間

の
J
R
線
と
平
行
し
て
走
る
副
都
心
線
の
開

通
で
、こ
れ
ま
で
の
混
雑
が
か
な
り
緩
和
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
てい
る
。

現
在
池
袋
か
ら
は
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

と
し
て
、
和
光
市
駅
で
東
武
東
上
線
へ
、
小

竹
向
原
駅
で
西
武
池
袋
線
に
乗
り
入
れ
て
お

り
、
埼
玉
県
か
ら
都
心
部への
ア
ク
セ
ス
が
強

化
さ
れ
る
。

ま
た
、
渋
谷
駅
で
は
、
2
0
1
2
年
に
は

副
都
心
線
と
東
急
東
横
線
が
相
互
乗
り
入

れ
す
る
予
定
で
、
近
い
将
来
、
埼
玉
〜
横
浜

間
を
乗
り
換
え
な
し
で
利
用
で
き
る
こ
と
と

な
る
。　
　
　
　
（
2
ペー
ジへ
続
く
・
・
・
）

住
民
ら
は
、
バイ
パス
建
設
に
よ
る
地
域

の
環
境
悪
化
を
懸
念
し
、
全
線
の
地
下
化

と
地
上
部
の
緑
化
を
求
め
てい
る
。

志
木
市
・
朝
霞
市
を
通
過
し
て
、
富
士

見
川
越
有
料
道
路
を
和
光
市
の
東
京
外
環

自
動
車
道
「
和
光
イ
ン
タ
ー
」に
つ
な
ぐ
計

画
は
、二
年
後
に
、こ
の
有
料
道
路
が
無
料

化
さ
れ
る
た
め
、
工
事
の
促
進
が
焦
眉
の
急

と
な
って
き
た
。

● 東京メトロ「副都心線」
　 　　来年 6月、開通迫る！

● 本田美奈子　記念碑除幕式
● 254バイパス、志木住民が陳情書
● 國木田獨歩・平林寺境内林

副都心線の各駅の風景
Bird's View 和光市メトロ車両基地

ニューヨークに見る
The United States of America

● 暮らしのヒント：味と香り　その2
● 地域情報
　　浮ヶ谷順子　フルートコンサート
　　漢詩の魅力
　　「流れる星は生きている」

● 首都圏人 第 7号発売
    NPO法人市民フォーラムが編集する
    [ 首都圏人 ]
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名作「武蔵野」を書いた　國木田 獨歩

来
年
6
月
の
開
通
迫
る
！

東京メトロ『副都心線』東京最後の地下鉄

国道254号バイパス
全面地下化求め陳情書

記念碑
除幕式

本
田
美
奈
子
さ
ん
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渋谷駅東口 明治通り、神宮前交差点

リニューアルしたマルイ 明治通り、伊勢丹前

鬼子母神の「法明寺」境内
都電荒川線の「鬼子母神前」駅付近

メトロは千登世橋付近から明治通りへ

陸上自衛隊朝霞駐屯地

本田技研工業

東京メトロ
和光車両基地

和光市駅

国道254号線

東
京
外
環
自
動
車
道

駅
前
通

本
田
通

従
来
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
発
信
源
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
表
参
道
周
辺
地
域
。

昨
年
の
表
参
道
ヒ
ル
ズ
完
成
、
海
外
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク

の
オ
ー
プ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
常
に
話
題
を
提
供
し
続
け

る
こ
の
街
に
誕
生
す
る
新
た
な
駅
。
明
治
通
り
と
表
参

道
が
交
差
す
る
神
宮
前
交
差
点
付
近
に
つ
く
ら
れ
る
こ

の
明
治
神
宮
前
駅
は
、
J
R
原
宿
駅
と
既
存
の
東
京
メ

ト
ロ
千
代
田
線
の
利
用
に
よ
り
、
表
参
道
や
原
宿
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
た
め
、
ま
す
ま
す
の
集
客
・
発
展

が
見
込
ま
れ
る
。

新
宿
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
デ
パ
ー
ト
の
密
集
し
て
い

る
、
新
宿
駅
北
側
、
明
治
通
り
の
真
下
に
造
ら
れ
る
の

が
新
宿
三
丁
目
駅
。
J
R
新
宿
駅
か
ら
は
多
少
距
離
が

あ
っ
た
伊
勢
丹
や
タ
カ
シ
マ
ヤ
な
ど
は
、
こ
の
駅
の
新
設

に
よ
り
地
下
鉄
と
直
結
、
各
店
は
改
装
の
た
め
巨
額
の

費
用
を
投
じ
た
。
丸
井
は
2
0
0
9
年
迄
に
新
宿
エ
リ

ア
の
各
店
を
再
編
、
一
足
先
に
シ
ネ
コ
ン
の
入
っ
た
新
館

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、
新
宿
三

丁
目
駅
開
設
に
よ
る
諸
デ
パ
ー
ト
の
新
規
顧
客
獲
得
対

策
が
加
熱
し
て
い
る
。

新
宿
や
池
袋
と
並
ぶ
大
繁

華
街
の
渋
谷
だ
が
、
各
方
面

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
・
各
線
へ

の
乗
り
換
え
に
難
点
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
副
都
心
線
開

通
に
よ
り
、
こ
の
問
題
が
一

気
に
解
消
す
る
。

明
治
通
り
沿
い
の
新
ホ
ー

ム
は
地
上
3
階
、
地
下
5
階

ま
で
各
線
が
重
層
化
す
る
計

画
で
、
各
交
通
機
関
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。こ

の
駅
で
、
東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線
・
半
蔵
門
線
、
京

王
井
の
頭
線
、
J
R
山
手

線
・
埼
京
線
、
東
急
東
横

線
・
田
園
都
市
線
に
接
続
。

2
0
0
8
年
か
ら
は
東
武
東

上
線
や
西
武
池
袋
線
、
東
京

メ
ト
ロ
有
楽
町
線
と
の
相
互

運
転
、
さ
ら
に
は
2
0
1
2

年
度
か
ら
東
急
東
横
線
と
も

相
互
乗
り
入
れ
し
、
埼
玉
南

西
部
か
ら
横
浜
方
面
ま
で
、

直
通
運
転
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。駅

周
辺
は
、
東
急
文
化
会

館
跡
地
利
用
を
含
め
、
大
規

模
地
下
施
設
や
歩
行
者
デ
ッ

キ
の
建
設
、複
合
ビ
ル
の
オ
ー

プ
ン
な
ど
、
さ
ら
な
る
変
貌

を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

有
楽
町
線
の
「
新
線
池
袋

駅
」
と
し
て
す
で
に
使
わ
れ

て
い
る
「
池
袋
駅
」
を
発
車

し
た
副
都
心
線
は
、
こ
こ
か

ら
東
池
袋
方
面
に
向
い
、
都

電
荒
川
線
の
路
線
と
交
わ

り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
南
下
す

る
。メ

ト
ロ
の
新
駅
「
雑
司
ヶ

谷
駅
」
は
、
荒
川
線
の
「
鬼

子
母
神
前
」
の
辺
り
に
開
業

す
る
が
、
こ
こ
か
ら
メ
ト
ロ

副
都
心
線
は
、
目
白
通
り
に

架
け
ら
れ
た
「
千
登
世
橋
」

を
潜
っ
て
「
明
治
通
り
」
と

合
流
し
て
南
下
、「
早
稲
田
」

に
向
う
。

豊
島
区
内
に
は
、
約

二
万
五
千
年
も
前
か
ら
の

遺
跡
が
見
付
か
っ
て
い
る
が
、

新
線
「
雑
司
ヶ
谷
駅
」
付
近

で
も
、「
東
池
袋
遺
跡
」
や
、

鬼
子
母
神
の
「
雑
司
ヶ
谷
遺

跡
」、
J
R
目
白
駅
に
か
け

て
の
「
学
習
院
周
辺
遺
跡
」

か
ら
、
旧
石
器
・
縄
文
・
弥

生
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
戦
国
時
代
の
埋
蔵

物
や
、
鬼
子
母
神
を
中
心
と

し
て
、
江
戸
時
代
の
町
屋
跡

な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

「
鬼
子
母
神
前
」付
近
で
、

メ
ト
ロ
の
新
線
と
路
線
が
重

な
る
都
電
荒
川
線
は
、
東
京

都
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
路
面

電
車
と
し
て
住
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
が
、
早
稲
田
・
三

ノ
輪
間
1
2
.
2
キ
ロ
を
走

る
。
こ
れ
が
目
白
通
り
と
交

わ
る
と
こ
ろ
に
架
け
ら
れ
た

千
登
世
橋
は
、
昭
和
七
年

に
架
け
ら
れ
た
東
京
で
は
じ

め
て
の
立
体
交
差
橋
と
し
て

著
名
。

新
宿
三
丁
目

渋
谷

明
治
神
宮
前

変わりゆく東京　『副都心線』開通の影響は・・・？

雑
司
ヶ
谷

Bird's View 空撮
～和光市メトロ車両基地～
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セントラルパークから望むマンハッタンのビル群

Little Dancers !

Dance,dance,dance ! @ Fort green Park in Brooklyn 

Central Park Summer Stage (07.7.7)

P.S.1 MOMA
22-25 Jackson Ave 
at the intersection of 46th Ave
in Long Island City, 11101.
http://www.ps1.org

Report by RIE

こ
う
か
迷
う
程
。
事
前

チ
ェ
ッ
ク
は

欠
か
せ
ま
せ

ん
。（Central 

P
a

r
k 

S
u
m

m
e
r 

Stage

）
と
く
に
驚

く
の
が
、
有

名
な
歌
手

や
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
た
ち
の
ラ
イ
ブ
や

オ
ペ
ラ
ま
で
も
緑
あ
ふ
れ

る
屋
外
の
公
園
で『
た
だ
』

で
見
れ
る
こ
と
や
、
大
音

量
の
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
が
流
れ
る
公
園
で
昼
間

か
ら
踊
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ぞ
N
Y
!
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
?

東
京
で
は
、
騒
音
や
ら
な

ん
や
ら
で
不
可
能
で
し
ょ

う
。人

種
も
年
齢
の
隔
た
り

も
無
く
、
好
き
な
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
楽
し

む
。そ
れ
が
N
Y
流
で
す
。

そ
の
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
公
園
を
支
え
る
の
が

莫
大
な
寄
付
に
よ
る
も
の

ま
ず
は
、N
Y
の
公
園
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

始
ま
り
、
N
Y
に
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
公
園
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
こ
の
公
園
へ

行
っ
て
も
飽
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
よ
う
に
四
季
が

あ
る
N
Y
で
は
、
都
会
で

あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
、

五
感
で
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。

サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
格

別
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
で
汗
を
流
す

人
、
お
弁
当
持
参
の
家
族

連
れ
、
水
着
で
日
光
浴
を

楽
し
む
人
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
で
踊
り
狂
う
お
じ

さ
ん
、
ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ

ム
に
リ
ズ
ム
を
取
る
人
、

散
歩
す
る
人
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
す
る
人
・
・
・

e
t
c
。

毎
週
末
、
ど
こ
か
で

無
料
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
て
ど
こ
へ
行

で
す
。

日
本
に
比
べ
て
は
る
か

に
N
P
O
に
よ
る
活
動
が

盛
ん
で
あ
り
、
寄
付
制
度

が
発
達
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
で
は
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ

氏
の
民
間
と
し
て
は
最
大

規
模
の
7
億
5
0
0
0
万

ド
ル
の
寄
付
に
始
ま
り
、

多
く
の
資
産
家
や
財
団
が

社
会
貢
献
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
を
例
に
挙
げ
る
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
民

間
の
N
P
O
・
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
管
理
委
員
会

（Central Park Con-
servancy

）
が
市
と
と
も

に
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
管
理
委
員
会
の
設
立

以
来
、活
動
資
金
と
し
て
、

多
く
の
個
人
、
団
体
及
び

基
金
か
ら
、
約
3
億
ド
ル

の
資
金
調
達
を
行
い
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
年
間

運
営
費
の
85
％
以
上
が
そ

の
管
理
委
員
会
、
す
な
わ

ち
寄
付
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。先

述
の
公
園
の
み
な
ら

ず
、
美
術
館
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
で
も
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
＝
寄
付
に
て
入
館
・
入

場
出
来
る
と
こ
ろ
が
多
数

あ
る
の
で
、
N
Y
を
訪
れ

た
際
に
は
ぜ
ひ
そ
の
恩
恵

を
受
け
つ
つ
、
様
々
な
文

化
に
触
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

私
は
N
Y
と
い
う
街
が
好
き
で
た
ま
ら

な
い
。
ア
メ
リ
カ
、
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
『
N
Y
』
な
の
で
す
。

N
Y
の
何
が
そ
ん
な
に
好
き
な
の
か
?

と
問
わ
れ
た
ら
、「
ヒ
ト
」
と
答
え
る
で

し
ょ
う
。

今
な
お
深
刻
な
人
種
問
題
が
多
い
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
、
N
Y
ほ
ど
ど
ん
な
人
種

で
も
友
達
・
恋
人
・
家
族
に
な
り
う
る
こ

と
が
可
能
な
街
は
な
い
、
と
私
は
確
信
し

ま
す
。

日
本
で
、
も
っ
と
い
え
ば
、
東
京
に
い

て
も
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
、
様
々
な

国
の
・
様
々
な
人
種
に
よ
る
交
流
が
N
Y

の
醍
醐
味
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
ひ
と
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

右
の
写
真
、
実
は
美
術
館
で
す
。

N
Y
市
は
ク
イ
ー
ン
ズ
地
区
に
あ
る

こ
のP.S.1 M

O
M
A

は
現
代
ア
ー
ト
を

取
り
扱
う
美
術
館
で
す
が
、
夏
に
な
る

と
毎
週
末
、
ラ
イ
ブ
会
場
と
し
て
無
料

開
放
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
楽
し
め
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
美
術
館
内
に

あ
る
展
示
物
も
鑑
賞
で
き
ま
す
。

私
が
こ
こ
を
訪
れ
た
7
月
の
第
2
土

曜
日
も
、
か
な
り
の
混
雑
で
し
た
。

普
段
は
こ
の
よ
う
な
場
所
で
見
か
け

な
い
小
さ
な
子
供
連
れ
の
家
族
や
年
配

の
方
も
沢
山
い
て
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に

音
楽
と
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
模
様

で
し
た
。

「
N
Y
な
ら
で
は
」
の
光
景
で
す
が
、

い
つ
か
東
京
に
も
同
じ
よ
う
な
景
色
が

見
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
ひ
と
と
き
で

し
た
。

The 
United 
States of 
America

ニューヨーク
に見る

N
Y
の
楽
し
み
か
た
　

　
　
　
　
　
　
そ
の
１
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芸術鑑賞も、ニューヨーク流に？
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行

政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参

加
を
推
進
し
、地
域
内
の
メ
デ
ィ

ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」

は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

編
集
・
発
行
し
、
無
料
で
配
付

し
ま
す
。

　
※　
※　
※

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
意

見
／
考
え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L　

0
9
0（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

66第　  号 55第　  号 44第　  号 33第　  号 22第　  号 11第　  号

埼玉短期大学学長
藤井明先生
（中国古典の専門家）。
平成19年7月7日、
新座生涯学習センター
”漢詩を楽しもう”イベントの風景

中
国
古
典
文
学
の
中
で
代
表
的
な

ジ
ャ
ン
ル
に
詩
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。

「
漢
詩
」
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は

七
世
紀
の
中
こ
ろ
で
、
既
に
立
派
な

漢
詩
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
日
本
の
古
典

文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
の

初
期
か
ら
大
正
時
代
の
初
め

ま
で
大
い
に
普
及
し
て
い
ま
し

た
。そ

れ
ら
の
作
品
は
、
本
家
の
中
国

に
比
べ
て
勝
る
と
も
劣
る
こ
と
の
な

い
程
の
作
品
で
、
全
国
各
地
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

又
そ
の
内
容
は
、
日
本
の
風
土
に

根
ざ
し
た
作
風
で
、
日
本
独
自
の
漢

詩
の
様
相
を
持
っ
た
も
の
で
し
た
。

周
知
の
ご
と
く
、
唐
代
の
詩
聖
李

白
、
杜
甫
の
詩
作
品
は
、
自
然
を
お

お
ら
か
に
詠
じ
、
ま
た
人

間
性
を
豊
か
に
か
つ
繊
細

に
表
現
し
た
も
の
で
、
こ

の
よ
う
な
優
れ
た
作
品
を

鑑
賞
し
、
解
釈
す
る
こ
と

は
自
ら
古
今
の
人
々
に
通

じ
そ
し
て
人
間
性
に
触
れ

る
こ
と
に
な
り
、
必
然
的
に
浩
然
の

気
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
漢
詩
の
魅
力
の
第
一

は
、
悠
々
と
大
河
が
流
れ
る
ご
と
き

ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
い
気
が
養
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

第
二
の
魅
力
は
、
情
操
の
涵
養
に

大
い
に
資
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
漢
詩
を
学
び
古
典
を
学
ぶ
こ
と

か
ら
社
会
的
・
文
化
的
価
値
観
が
養

わ
れ
、
感
受
性
、
表
現
力
が
豊
か
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
三
の
魅
力
は
、
語
彙
が
増
え
、

文
章
表
現
力
が
豊
か
に
な
り
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
等
々

想
像
以
上
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2007年10月8日(月・祝)
新座市民会館　大ホール
開場：午後2時30分/開演：午後3時00分
入場料：一般3,000円（全席自由）/小中高校生1,500円

演奏曲目
● モーツァルト　 「フルートとピアノのためのソナタ」  ハ長調  K.14
● ドヴォルザーク 「フルートとピアノのためのソナチネ」  ト長調  作品100
● ムーケ　　　   「パン（牧神）の笛」　作品15
● 瀬下健二　　   フルートとピアノの為の11の変奏曲
● ボーン　　　　フルートとピアノのための  「カルメン幻想曲」

浮ヶ谷　順子
　東京に生まれる。14歳より吉田雅夫にフルートを学ぶ。
　1978年よりベルリンに留学し、ベルリンフィル主席奏者
アンドレアス・ブラウ教授のもとで学ぶ傍ら、カラヤン指揮
のザルツブルグ音楽祭を始め、ベルリンフィルの演奏会で
第二フルート奏者として出演。
　昨年より国立ブランデンブルグ管弦楽団室内オーケスト
ラを組織して、自ずから指揮者兼ソリストとして活躍してい
る。

＜新座市と浮ヶ谷ご夫妻との深い繋がり＞

　平成８年、ベートーヴェン「第九交響曲」の演奏会が、指
揮浮ヶ谷孝夫氏により新座市民会館で行われました。その
指揮者夫人が順子女史です。
　新座市との縁は深まり、平成12・17年の二度にわたりド
イツ・ブランデンブルグ州ノイルッピン市”文化の夏”での
交歓演奏会（新座第九合唱団）、平成15年には浮ヶ谷夫妻
のご尽力により、ノイルッピン市と新座市との「友好姉妹都
市」提携が結ばれました。
　なお、この交流のきっかけは、浮ヶ谷孝夫氏と新座市文
化協会会長笹倉強氏との師弟関係から生まれたのです。

2007年11月18日 (日)
彩の国さいたま芸術劇場　小ホール
昼の部：15時/夜の部：19時 （開場各30分前）
入場料金：　全席自由　1000円

前
回
、食
べ
物
の
「
味
」

は
栄
養
と
毒
の
シ
グ
ナ

ル
で
、
例
え
ば
甘
味
は

糖
の
シ
グ
ナ
ル
、
そ
の

糖
は
脳
の
は
た
ら
き
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
、
旨

味
の
ア
ミ
ノ
酸
は
タ
ン

パ
ク
質
の
シ
グ
ナ
ル
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

酸
味
は

腐
敗
物
の
シ
グ
ナ
ル

一
方
、
腐
敗
し
た
も

の
を
食
べ
て
食
中
毒
を

お
こ
す
の
は
、
腐
敗
菌

の
出
す
毒
素
の
た
め
で
、

腐
敗
菌
は
ベ
ロ
毒
素
や

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
よ

う
な
タ
ン
パ
ク
質
性
の

毒
素
を
出
す
。

タ
ン
パ
ク
質
に
は
味

が
な
い
の
で
、
動
物
は

味
覚
に
よ
っ
て
毒
の
タ

ン
パ
ク
質
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し

腐
敗
物
は
酸
っ
ぱ
い
の

で
、
酸
味
が
腐
敗
物
の

シ
グ
ナ
ル
に
な
る
わ
け
。

動
物
は
普
通
、
酸
っ
ぱ

い
も
の
は
腐
っ
て
い
る

と
思
っ
て
口
に
し
な
い
。

死
ん
だ
動
物
の
肉
を
好

ん
で
食
べ
る
動
物
も
い

る
が
、
実
は
自
分
で
腐

敗
菌
の
出
す
毒
素
を
解

毒
す
る
免
疫
力
を
も
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

未
熟
な
果
物
に
は
、

酸
っ
ぱ
い
も
の
が
多
い
。

実
は
植
物
が
未
熟
な
種

子
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
酸
味
で
防
御
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
が
熟
す
と
甘
く

な
っ
て
、
今
度
は
動
物

が
食
べ
易
く
な
る
。
熟

し
た
果
実
を
食
べ
た
動

物
は
、
糞
と
一
緒
に
種

を
ま
き
散
ら
す
の
で
、

植
物
は
自
分
の
子
孫
を

増
や
す
こ
と
に
な
る
。

苦
味
は

毒
物
の
シ
グ
ナ
ル

多
く
の
毒
物
は
苦
い

味
が
す
る
の
で
、
動
物

は
毒
を
警
戒
し
て
苦
味

の
も
の
を
食
べ
な
い
。

動
物
が
毒
を
食
べ
る
危

険
が
大
き
い
の
は
、
植

物
を
食
す
る
と
き
で
あ

る
。植

物
の
な
か
に
は
毒

性
の
強
い
物
質
を
含
む

も
の
が
あ
る
が
、
な
か

で
も
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
と

呼
ぶ
一
連
の
化
合
物
は

強
い
毒
性
を
も
つ
。
ト

リ
カ
ブ
ト
の
成
分
で
あ

る
ア
コ
ニ
チ
ン
、
ケ
シ

の
実
に
含
ま
れ
る
モ
ル

ヒ
ネ
な
ど
の
成
分
は
、

い
ず
れ
も
強
い
苦
味
が

あ
っ
て
、
動
物
は
食
べ

な
い
。（
次
号
へ
続
く
）

浮ヶ谷 順子  
フルートコンサート

お問合せ申込み TEL&FAX
■ 田中克己　048-477-8867　■ 笹倉　強　048-477-5640

現在、新座市内に漢詩を学ぶための初級者講座を開設すべく準備中
です。初回は、10月17日（水）午後3時30分より6時まで。
連絡先 ： 電話 048―479―6977　木下迄
また、本年11月24日を期して県内に埼玉県漢詩連盟を設立し県単
位の活動がスタートの予定です。
（こちらへのご参加も、上記の電話番号で申し込みを受付しています。）

漢詩の魅力に触れて
みようと思われる方、
是非ご参加ください。

ピアノ：
オリヴァー・トゥリエンドゥル

「流れる星は生きている」
リーディングドラマ

お問合せ申込み 　
048-641-6753（中村）　048-831-2581（村田）

「

味」

の

　
サ
イ
エ
ン
ス・・・・　

　
　
　
　
　
そ
の
二
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原作：藤原てい/構成・演出：浅川安子

満州
ソ連軍の侵攻により軍隊は撤退

その後　無条件降伏によって守るべき軍隊は解散
ひとり　満州から子ども3人を連れて

敵地？からの脱出
かろうじて　祖国　日本へ引き揚げた

母親のドキュメント
あなただったら？

満州
あなたは満州引き揚げを知っていますか。
155万人の居留民のうち、25万人が死んだ
帰れた人も、とても語れないむごさを背負う

「流れる星は生きている」を知っていますか？
幼い我が子3人を死の淵から何度も奪い返しながら
女一人で引き揚げたものすごいドキュメント
そこには人間が生きるということの原点がある
だから今の私たちも励まされるのです

漢詩の魅力

浮ヶ谷 順子  
フルートコンサート
ピアノ：
オリヴァー・トゥリエンドゥル


